
＜
ト
ラ
ッ
ク
＞

障
害
名

競
技
形
式
ク
ラ
ス

ク
ラ
ス
内
容

Ｔ
１
１
光
覚
無
し
か
ら
光
覚
ま
で
。
し
か
し
、
ど
の
距
離
や
方
向
か
ら
で
も
手
の
形
を
認
知
で
き
な
い
も
の
。

Ｔ
１
２
手
の
形
を
認
知
で
き
る
も
の
か
ら
、
視
力
０
．
０
３
ま
で
、
ま
た
は
視
野
が
５
度
以
内
の
も
の
。

Ｔ
１
３
視
力
は
０
．
０
３
か
ら
０
．
１
、
ま
た
は
視
野
２
０
度
以
内
で
視
力
も
０
．
０
３
か
ら
０
．
１
の
も
の
。

Ｔ
３
０
脳
血
管
障
害
に
よ
る
片
麻
痺
者
の
車
椅
子
使
用
者
で
、
健
側
の
上
下
肢
で
車
椅
子
を
駆
動
す
る
も
の
（
国
際
大
会
の
ク
ラ
ス
に
該
当
し
な
い
も
の
）

Ｔ
３
１
電
動
車
椅
子
常
用
者
。
重
度
の
痙
直
型
ま
た
は
ア
テ
ト
ー
ゼ
型
四
肢
麻
痺
。
（
国
際
大
会
で
は
実
施
さ
れ
な
い
）

Ｔ
３
２
四
肢
麻
痺
。
片
手
ま
た
は
両
手
で
車
椅
子
を
駆
動
。
上
肢
の
痙
性
の
程
度
が
３
＋
か
ら
３
の
痙
直
型
ま
た
は
ア
テ
ト
ー
ゼ
型
四
肢
麻
痺
。
（
国
際
大
会
実
施
で
は
さ
れ
な
い
）

四
肢
麻
痺
。
片
足
ま
た
は
両
足
で
地
面
を
蹴
っ
て
移
動
可
能
。
装
具
や
介
助
付
き
で
、
短
い
距
離
の
歩
行
可
能
。
（
国
際
大
会
実
施
で
は
さ
れ
な
い
）

Ｔ
３
３
中
程
度
四
肢
麻
痺
か
三
肢
麻
痺
か
重
度
な
片
麻
痺
で
車
椅
子
使
用
。
上
肢
の
み
で
車
椅
子
駆
動
。
利
き
腕
は
ほ
ぼ
正
常
で
あ
る
。
上
肢
の
痙
性
の
程
度
は
２
＋
で
あ
る
。

Ｔ
３
４
両
麻
痺
（
di
pl
e
gi
a)
で
車
椅
子
を
上
肢
で
駆
動
す
る
。
体
幹
の
バ
ラ
ン
ス
や
上
肢
機
能
良
好
。
体
幹
の
痙
性
の
程
度
は
２
か
ら
１
。
上
肢
は
と
き
ど
き
正
常
に
見
え
る
。

Ｔ
３
５
両
麻
痺
（
di
pl
e
gi
a)
で
、
上
肢
は
ほ
ぼ
正
常
。
下
肢
の
痙
性
の
程
度
が
３
か
ら
２
。

Ｔ
３
６
歩
行
ま
た
は
走
可
能
な
ア
テ
ト
ー
ゼ
か
失
調
型
の
四
肢
麻
痺
。

Ｔ
３
７
歩
行
ま
た
は
走
可
能
な
片
麻
痺
。

Ｔ
３
８
極
め
て
軽
度
な
麻
痺
。
痙
性
の
程
度
が
１
程
度
あ
る
い
は
単
肢
麻
痺
の
も
の
。

低
身
長

立
位

T
４
０
１
８
歳
以
上
で
、
身
長
発
育
が
正
常
よ
り
著
し
く
遅
延
す
る
か
、
過
小
の
ま
ま
停
止
し
た
も
の
（
男
性
1
4
5
c
m
、
女
性
1
4
0
c
m
以
下
、
国
際
大
会
で
は
実
施
さ
れ
な
い
）

Ｔ
４
２
片
大
腿
切
断
（
膝
関
節
離
断
含
む
）
ま
た
は
片
側
下
肢
の
膝
関
節
と
足
関
節
の
機
能
の
全
廃
し
た
も
の
。

Ｔ
４
３
両
下
腿
切
断
（
足
関
節
離
断
含
む
）
ま
た
は
両
足
関
節
の
機
能
の
全
廃
し
た
も
の
。

Ｔ
４
４
片
下
腿
切
断
（
足
関
節
離
断
含
む
）
ま
た
は
片
足
関
節
の
機
能
の
全
廃
し
た
も
の
。

Ｔ
４
５
両
上
肢
切
断
（
両
手
関
節
離
断
含
む
）
ま
た
は
上
肢
の
両
肘
関
節
あ
る
い
は
両
手
関
節
の
機
能
を
全
廃
し
た
も
の
。

Ｔ
４
６
片
上
肢
切
断
（
片
手
関
節
離
断
含
む
）
ま
た
は
上
肢
の
片
肘
関
節
あ
る
い
は
片
手
関
節
の
機
能
を
全
廃
し
た
も
の
。

Ｔ
４
７
両
足
部
切
断
ま
た
は
片
足
部
切
断
。
両
足
部
切
断
ま
た
は
片
足
部
切
断
に
準
ず
る
障
害
の
も
の
。
（
国
際
大
会
の
ク
ラ
ス
に
該
当
し
な
い
も
の
）

Ｔ
４
８
両
手
部
切
断
ま
た
は
片
手
部
切
断
。
両
手
部
切
断
ま
た
は
片
手
部
切
断
に
準
ず
る
障
害
の
も
の
。
（
国
際
大
会
の
ク
ラ
ス
に
該
当
し
な
い
も
の
）

Ｔ
５
１
肘
の
屈
筋
お
よ
び
手
首
の
背
屈
筋
が
機
能
す
る
。
肘
の
伸
筋
は
機
能
す
る
が
（
筋
力
３
以
下
）
手
首
の
掌
屈
筋
は
機
能
し
な
い
。
肩
関
節
が
弱
い
場
合
が
あ
る
（
神
経
機
能
残
存
レ
ベ
ル
　
Ｃ
６
）
。

Ｔ
５
２
肘
の
屈
筋
と
伸
筋
、
手
首
の
背
屈
筋
お
よ
び
手
の
掌
屈
筋
が
機
能
す
る
。
大
胸
筋
が
機
能
す
る
（
神
経
機
能
残
存
レ
ベ
ル
　
Ｃ
７
／
８
）
。

車
椅
子
常
用
。
筋
力
や
運
動
性
の
低
下
。
片
上
肢
ま
た
は
両
上
肢
に
痙
性
あ
り

Ｔ
５
３
両
上
肢
機
能
正
常
ま
た
は
ほ
ぼ
正
常
。
腹
筋
と
下
部
背
筋
の
機
能
が
な
い
。
（
神
経
機
能
残
存
レ
ベ
ル
　
Ｔ
１
～
Ｔ
７
）
。

Ｔ
５
４
両
上
肢
正
常
。
通
常
体
幹
の
回
旋
が
で
き
、
腹
筋
が
機
能
す
る
（
神
経
機
能
残
存
レ
ベ
ル
　
Ｔ
８
～
Ｓ
２
）
。
ま
た
は
準
ず
る
機
能
障
害
の
あ
る
も
の
。
両
下
肢
の
筋
力
が
合
計
７
０
点
以
下
。

両
大
腿
切
断
・
片
大
腿
切
断
・
両
下
腿
切
断
・
片
下
腿
切
断
（
足
関
節
離
断
含
む
）
。

聴
覚
障
害

立
位

T
６
０
聴
覚
・
平
衡
機
能
障
害
、
音
声
・
言
語
機
能
障
害
、
そ
し
ゃ
く
機
能
障
害
。

＊
下
記
区
分
表
に
該
当
し
な
い
障
害
は
，
各
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
機
能
的
に
最
も
近
い
ク
ラ
ス
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
本
表
は
IP
C
の
ク
ラ
ス
分
け
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
理
解
し
や
す
く
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
す
．
詳
し
く
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．

脳
原
性
麻
痺

車
い
す

立
位

第 第第第
1
5
1
5
1
5
1
5
回 回回回
　 　　　
関
東
身
体
障
害
者
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

関
東
身
体
障
害
者
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

関
東
身
体
障
害
者
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

関
東
身
体
障
害
者
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
　 　　　
障
害

障
害

障
害

障
害
ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス
説
明
表

説
明
表

説
明
表

説
明
表

立
位

頚
髄
損
傷

脊
髄
損
傷

切
断

機
能
障
害

立
位

視
覚
障
害

切
断

機
能
障
害

車
い
す



＜
フ
ィ
ー
ル
ド
＞

障
害
名

競
技
形
式
ク
ラ
ス

ク
ラ
ス
内
容

Ｆ
１
１
光
覚
無
し
か
ら
光
覚
ま
で
。
し
か
し
、
ど
の
距
離
や
方
向
か
ら
で
も
手
の
形
を
認
知
で
き
な
い
も
の
。

Ｆ
１
２
手
の
形
を
認
知
で
き
る
も
の
か
ら
、
視
力
０
．
０
３
ま
で
、
ま
た
は
視
野
が
５
度
以
内
の
も
の
。

Ｆ
１
３
視
力
は
０
．
０
３
か
ら
０
．
１
、
ま
た
は
視
野
２
０
度
以
内
で
視
力
も
０
．
０
３
か
ら
０
．
１
の
も
の
。

Ｆ
３
１
電
動
車
椅
子
常
用
者
。
ま
た
は
普
通
型
車
椅
子
操
作
不
可
で
介
助
に
て
移
動
。
重
度
の
痙
直
型
ま
た
は
ア
テ
ト
ー
ゼ
型
四
肢
麻
痺
。

Ｆ
３
２
四
肢
麻
痺
。
片
手
ま
た
は
両
手
で
車
椅
子
を
駆
動
。
上
肢
の
痙
性
の
程
度
が
３
＋
か
ら
３
の
痙
直
型
ま
た
は
ア
テ
ト
ー
ゼ
型
四
肢
麻
痺
。

四
肢
麻
痺
。
片
足
ま
た
は
両
足
で
地
面
を
蹴
っ
て
移
動
可
能
。
装
具
や
介
助
付
き
で
、
短
い
距
離
の
歩
行
可
能
。

Ｆ
３
３
中
程
度
四
肢
麻
痺
か
三
肢
麻
痺
か
重
度
な
片
麻
痺
（
座
位
バ
ラ
ン
ス
不
良
）
の
車
椅
子
使
用
。
上
肢
の
み
で
車
椅
子
駆
動
。
利
き
腕
は
ほ
ぼ
正
常
で
あ
る
．
上
肢
の
痙
性
の
程
度
は
２
＋
で
あ
る
。

Ｆ
３
４
両
麻
痺
（
di
pl
e
gi
a)
で
車
椅
子
を
上
肢
で
駆
動
す
る
。
体
幹
の
バ
ラ
ン
ス
や
上
肢
機
能
良
好
。
体
幹
の
痙
性
の
程
度
は
２
か
ら
１
。
上
肢
は
正
常
に
見
え
る
。
座
位
バ
ラ
ン
ス
良
い
片
麻
痺
車
椅
子
利
用
者
。

Ｆ
３
５
両
麻
痺
（
di
pl
e
gi
a)
で
、
上
肢
は
ほ
ぼ
正
常
。
下
肢
の
痙
性
の
程
度
が
３
か
ら
２
。

Ｆ
３
６
歩
行
ま
た
は
走
可
能
な
ア
テ
ト
ー
ゼ
か
失
調
型
の
四
肢
麻
痺
。

Ｆ
３
７
歩
行
ま
た
は
走
可
能
な
片
麻
痺
。

Ｆ
３
８
極
め
て
軽
度
な
麻
痺
、
痙
性
の
程
度
が
１
程
度
あ
る
い
は
単
肢
麻
痺
。

低
身
長

立
位

Ｆ
４
０
１
８
歳
以
上
で
、
身
長
発
育
が
正
常
よ
り
著
し
く
遅
延
す
る
か
、
過
小
の
ま
ま
停
止
し
た
も
の
（
男
性
1
4
5
c
m
、
女
性
1
4
0
c
m
以
下
）
。

Ｆ
４
２
片
大
腿
切
断
（
膝
関
節
離
断
含
む
）
ま
た
は
片
側
下
肢
の
膝
関
節
と
足
関
節
の
機
能
の
全
廃
し
た
も
の

Ｆ
４
３
両
下
腿
切
断
（
足
関
節
離
断
含
む
）
ま
た
は
両
足
関
節
の
機
能
の
全
廃
し
た
も
の

Ｆ
４
４
片
下
腿
切
断
（
足
関
節
離
断
含
む
）
ま
た
は
片
足
関
節
の
機
能
の
全
廃
し
た
も
の

Ｆ
４
５
両
上
肢
切
断
（
両
手
関
節
離
断
含
む
）
ま
た
は
上
肢
の
両
肘
関
節
あ
る
い
は
両
手
関
節
の
機
能
を
全
廃
し
た
も
の

Ｆ
４
６
片
上
肢
切
断
（
片
手
関
節
離
断
含
む
）
ま
た
は
上
肢
の
片
肘
関
節
あ
る
い
は
片
手
関
節
の
機
能
を
全
廃
し
た
も
の

Ｆ
４
７
両
足
部
切
断
ま
た
は
片
足
部
切
断
。
両
足
部
切
断
ま
た
は
片
足
部
切
断
に
準
ず
る
障
害
の
も
の
。
（
国
際
大
会
の
ク
ラ
ス
に
該
当
し
な
い
も
の
）

Ｆ
４
８
両
手
部
切
断
ま
た
は
片
手
部
切
断
。
両
手
部
切
断
ま
た
は
片
手
部
切
断
に
準
ず
る
障
害
の
も
の
。
（
国
際
大
会
の
ク
ラ
ス
に
該
当
し
な
い
も
の
）

Ｆ
５
１
肘
の
屈
筋
お
よ
び
手
首
の
背
屈
筋
が
機
能
す
る
。
肘
の
伸
筋
は
筋
力
３
以
下
。
手
首
の
掌
屈
筋
は
機
能
し
な
い
。
肩
が
弱
い
場
合
が
あ
る
。

座
位
バ
ラ
ン
ス
不
良
（
神
経
機
能
残
存
レ
ベ
ル
　
Ｃ
６
）

車
椅
子
常
用
。
投
げ
る
腕
に
痙
性
が
見
ら
れ
、
筋
力
、
運
動
性
の
機
能
低
下
。
座
位
バ
ラ
ン
ス
不
良
。

Ｆ
５
２
肘
の
屈
筋
と
伸
筋
、
手
首
の
背
屈
筋
お
よ
び
掌
屈
筋
が
機
能
す
る
。
肩
の
筋
肉
機
能
は
弱
い
場
合
が
あ
る
。
指
の
屈
伸
は
筋
力
３
以
下
。
（
神
経
機
能
残
存
レ
ベ
ル
　
Ｃ
７
）

車
椅
子
常
用
。
投
げ
る
腕
に
痙
性
が
見
ら
れ
、
筋
力
、
運
動
性
の
機
能
低
下
。
座
位
バ
ラ
ン
ス
不
良
。

Ｆ
５
３
肘
と
手
首
の
関
節
が
十
分
強
い
。
指
の
屈
伸
は
筋
力
４
ま
た
は
５
。
手
の
内
在
筋
肉
が
機
能
す
る
が
正
常
で
は
な
い
。
（
神
経
機
能
残
存
レ
ベ
ル
　
Ｃ
８
）

車
椅
子
常
用
。
投
げ
る
腕
の
機
能
良
好
。
座
位
バ
ラ
ン
ス
不
良
。
ま
た
は
、
投
げ
る
腕
の
機
能
は
劣
る
が
座
位
バ
ラ
ン
ス
は
良
好
。

Ｆ
５
４
両
上
肢
機
能
正
常
ま
た
は
ほ
ぼ
正
常
。
腹
筋
と
下
部
背
筋
の
機
能
が
な
い
。
（
神
経
機
能
残
存
レ
ベ
ル
　
Ｔ
１
～
Ｔ
７
）
。

車
椅
子
常
用
。
座
位
バ
ラ
ン
ス
不
良
。
両
下
肢
は
機
能
し
な
い
。

Ｆ
５
５
両
上
肢
機
能
正
常
。
腹
筋
お
よ
び
背
筋
が
機
能
し
、
部
分
的
あ
る
い
は
正
常
な
体
幹
機
能
を
も
つ
。
股
関
節
屈
筋
の
わ
ず
か
な
収
縮
が
み
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
（
神
経
機
能
残
存
レ
ベ
ル
　
Ｔ
８
～
L
1
）

車
椅
子
常
用
。
両
股
関
節
離
断
。

Ｆ
５
６

両
上
肢
機
能
正
常
。
体
幹
の
回
旋
と
座
位
バ
ラ
ン
ス
良
好
。
車
椅
子
か
ら
大
腿
部
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
股
関
節
の
屈
筋
）
。
膝
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
股
関
節
の
内
転
）
。

膝
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
（
膝
関
節
の
伸
展
）
。
膝
を
多
少
曲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
（
膝
関
節
の
屈
曲
、
筋
力
３
以
下
）
。
座
位
バ
ラ
ン
ス
良
好
。

股
関
節
の
外
側
へ
の
開
閉
（
股
関
節
の
外
転
）
が
で
き
な
い
。
（
神
経
機
能
残
存
レ
ベ
ル
Ｌ
２
～
Ｌ
５
）

車
椅
子
常
用
。
両
大
腿
切
断
（
１
／
２
以
上
）
。

Ｆ
５
７
両
上
肢
と
体
幹
機
能
が
正
常
。
座
位
バ
ラ
ン
ス
が
良
好
。
股
関
節
屈
曲
と
内
転
と
外
転
、
膝
関
節
屈
曲
と
伸
展
の
機
能
を
も
つ
。
足
関
節
背
屈
と
底
屈
は
弱
い
。

両
大
腿
切
断
（
１
／
２
よ
り
長
い
も
の
か
ら
膝
関
節
離
断
含
む
）
、
片
股
関
節
離
断
。

Ｆ
５
８
両
上
肢
と
体
幹
機
能
が
正
常
。
両
下
肢
の
筋
力
が
合
計
７
０
点
以
下
。
歩
行
可
能
だ
が
、
投
て
き
時
は
車
椅
子
ま
た
は
投
て
き
台
を
使
用
す
る
。

片
大
腿
切
断
・
両
下
腿
切
断
（
足
関
節
離
断
含
む
）

聴
覚
障
害

立
位

Ｆ
６
０
聴
覚
・
平
衡
機
能
障
害
、
音
声
・
言
語
機
能
障
害
、
そ
し
ゃ
く
機
能
障
害

視
覚
障
害

立
位

脳
原
性
麻
痺

車
い
す

立
位

頚
髄
損
傷

脊
髄
損
傷

切
断

機
能
障
害

車
い
す

又
は

投
て
き
台

切
断

機
能
障
害

立
位


